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鹿児島大学医学部・歯学部附属病院広報委員会広報誌編集部会

　鹿児島大学病院は、21世紀に輝くヒューマントータルケア
病院の構築を目指し、医療人の育成及び医学・歯学の研究の
充実と発展に貢献すると共に、常に患者さん本位の原点に
立った、質の高い医療を提供します。

１．患者さんの権利を尊重し、安心で安全な納得のいく治療を
心がけます。

２．質の高い医療、先進的医療の充実を図り、地域の中核的医
療機関として貢献します。

３．教育・研修病院として、地域の医療機関との連携を図り、人
間性豊かな使命感にあふれる医療人を育成します。

４．診療を通じてわが国の医学・歯学の研究を推進し、医学・歯
学及び医療の国際貢献を目指します。

５．安全で効率の高い病院運営体制を確立します。

１．誰でも良質な医療を公平に受ける権利があります。

２．人の尊厳は、医療行為のあらゆる場面において尊重されます。

３．医学的な状態、診断、処置その他の個人情報は保護されます。

４．治療・検査の方法、薬の内容等について十分な情報と説明を受け、理解した後、同
意・拒否を選択する権利があります。

５．診療録等に記録された自己の診療内容について、本院の規則により、情報の提供
を受ける権利があります。

１．医療従事者が最善かつ適切な診療を行うために、自身の健康状態に関する情報を
できるだけ正確に伝える責務があります。

２．すべての患者さんが適切な医療を受けられるようにするために、院内の医療の妨
げとならないように協力する責務があります。
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遺伝に関する相談に
専門医と臨床心理士が対応遺伝カウンセリング室
　遺伝、遺伝子、染色体という言葉は知っていても、その理解は一般の方には難しいことが少なくありません。

遺伝カウンセリング室スタッフは、できる限りわかりやすい言葉を選んで、分からない・知らないことから来

る不安を減らすことを第一に考えています。

　遺伝に関する相談に対し1時間程度の充分な時間を取り、専門医と臨床心理士がカウンセリングを行いま

す。雑談等も交えてリラックスした雰囲気を作るように努力していますので、質問もしやすいと思います。あく

までも遺伝に関する説明が主な業務ですので、診察や検査が必要な場合には、各診療科を紹介いたします。ま

た、各診療科からの依頼で、遺伝子診断前後の説明や病気の遺伝性の話をさせていただくこともあります。ス

タッフはもともとすべての遺伝病を知っているわけではありませんが、あらゆる疾患に対応できるように、国

内外の専門家と連絡できる体制をとっています。

　子供をもうけると、50％の確率で重症の遺伝病になると思っ

ておられた方が来られ、実際に話をしてみると、ほぼ0％であるこ

とが分かり、嬉しそうに帰られたケースもありました。ちょっとし

た勘違いと言えばそれまでですが、遺伝に詳しい医師を探すこと

は容易でないのが現実のようです。

＜初診受付＞金（14：00～17：00）（完全予約制）

 TEL 099-275-5731

鹿児島大学病院　
呼吸器ストレスケアセンター呼吸器内科　科長
鹿児島大学大学院医歯学総合研究科
呼吸器内科学　教授

井上　博雅　先生
（いのうえ　ひろまさ）

医学博士
認定内科医、総合内科専門医
日本呼吸器学会 専門医、指導医
日本アレルギー学会 専門医、指導医
1985年 宮崎医科大学医学部卒業
1992年 カリフォルニア大学サンフランシスコ校留学
九州大学病院講師、同准教授を経て 2010年6月より現職
専門は呼吸器内科学、臨床アレルギー学
2005年 日本呼吸器学会熊谷賞受賞

　平成22年6月1日より鹿児島大学病院に呼吸器内科が開

設され、同部門科長を拝命致しました。これまで大学病院の

各内科で呼吸器を専門としていた医師がこの呼吸器内科に

集結して、世界的にも増加傾向の著しい呼吸器疾患の中で、

肺癌、肺炎、気管支喘息、COPD（慢性閉塞性肺疾患）などの

頻度の高い疾患はもちろんのこと、稀で難治性の疾患まで幅

広い診療を行っています。私共の領域は多彩な疾患を対象と

していますので、確実な診断のための広い視野を持つ内科

医の育成をめざしていきます。国内でも、南九州は気管支喘

息やCOPDの死亡率の特に高い地域です。高い水準の医療

を提供するための体制作りが急務と考えます。鹿児島県や近

隣地域の皆様に信頼され、安心できる医療を提供できるよう

全力をつくしていきます。何卒ご支援とご協力をお願い申し

上げます。

ご 挨 拶

新 部 門 科 長 紹 介

プロフィール

呼吸器内科 （TEL 099-275-5731）
＜初診日＞月・水・金　　＜再診日＞月・水・木・金

■受診案内（11月より予約制）



診療科・
部門紹介

安心・安全な
歯科治療をめざして 全身管理歯科治療部
　みなさんは歯科治療中に気分が悪くなったことはありませんか？

　歯科治療に対する不安感や恐怖心といった精神的ストレス、注射や治療中の痛み、局所麻酔薬に添加され

ているアドレナリンの投与により血圧が上がったり、心拍数が増えたりします。血の気が引いたり、息苦しくな

ることもあります。高血圧症、狭心症、心臓病などの病気を持った患者さんでは、脳血管障害や心臓発作の起

こることもあります。

　全身管理歯科治療部では、このような基礎疾患のある患者さんが安心して歯科治療を受けられるように全

身状態をモニターしながら歯科治療を行っています。精神鎮静法で気分をリラックスしながら自分の好きな

音楽をヘッドフォンで楽しむという「リラックス歯科外来」も行っています。患者さんからも大好評です。是非、

お気に入りの音楽が入ったCDをご持参ください。そして、快適な歯科治療をお楽しみください。

＜初診受付＞月～金（8：30～16：00）

TEL 099-275-6586

お家で出来るホワイトニング 保存科
　保存科では通常、虫歯の治療や神経の治療を行っています。

 その他にも、保存科では歯を白くしたいというご要望に応えるために、「白い歯外来」という専門外来を開設

しており、前々回では外来で行う「漂白」や「コーティング」、前回は金属を白い材質のものに置き換える処置を

ご案内させていただきました。

　そこで、今回はお家で手軽に出来るホワイトニング（漂白）をご紹介したいと思います。

　加齢や、お茶やコーヒーなどの着色によって黄色くなってしまった場合（左の写真）、外来で行う「漂白」で白

くすることが出来ます。でも、お忙しい方や外来まで何回も足を運ぶのが面倒な方のために、お家で出来る

「漂白」（ホームブリーチ）が日本でも最近流行りつつあります。これはマウスピースのようなトレイに漂白材

を入れて、お口にはめて毎日２時間弱、それを２週間程続けて行うものです。ただ、保険外の診療になり、白く

なる度合いも人によって違いが有ったり、歯の状態では漂白できない場合もあるのですが、お手軽に白く出

来るので（右の写真）、興味を持たれましたら

保存科までご相談下さい。

＜初診受付＞月～金（8：30～16：00）

TEL 099-275-6590　
漂白前 漂白後



－第6回－

鹿大病院を支える

手術部跡地改修工事が終わりました
　本年1月から工事を行っていた医科診療棟４階の旧手術室の跡地改修工事が9月末で終了しました。今後、

業務に必要な物品等の整備を行い、11月中旬頃に、手術部受付、日帰り手術室2室、MEセンター等が稼働す

る予定となっています。　

　工事期間中はご迷惑をおかけしました

が、ご理解とご協力いただきありがとうご

ざいました。

臨床技術部
放射線部門
診療放射線技師　小磯 美奈

　高校生の頃からコ・メディカル（医師・看護師以外の医療従事者のこと）の仕事に興味がありました。自分の

性格なども考えて、裏方としてお手伝いをするような職種がいいなと考え、診療放射線技師の勉強ができる

医療技術短大へ進学しました。学生時代の3年間は朝から夕方まで講義で大変でしたが、勉強に集中すること

ができ、充実した時間を送れたと思います。

　診療放射線技師の国家資格取得後、すぐに鹿児島大学病院に就職しました。大学病院を選んだのは、大規

模な病院であれば診療放射線技師の扱うCT（コンピューター断層撮影）やMRI（核磁気共鳴画像法）などとい

った画像診断装置がすべてそろっており、幅広く経験を積めるのではないかと考えたからです。

　鹿大病院に勤務して10年経ちます。レントゲン撮影やCT、MRI、放射線治療、血管造影、心臓カテーテルな

どを担当しています。業務を終えた後、医師の先生方に教わりながら実験や研究もしています。現在のテーマ

はCTの撮影の方法について。CTは患者さんの体重や身長、年齢、性別によって造影検査の方法が変わります

し、コツがあります。どうしたらうまく撮影できるか、勉強の毎日です。新しい装置が出るごとに撮影方法もど

んどん変わっていくため、週に一度開かれる放射線部の勉強会に参加しています。仕事以外の時間に本を読

み、勉強することも多いです。

　検査に来られる方の中には、検査で体位を変えるのも辛いという方や、怖がって泣き出すお子さんなどさ

まざまな方がいらっしゃいます。それでも画像を撮らなければなりません。一人ひとりの検査時間は短いから

こそ、患者さんに丁寧に接し、きちんとした仕事をしていきたいです。今後はマンモグラフィー（乳房レントゲ

ン撮影）など、女性技師ならではの気配りができるような仕事にも力を入れていきたいと思っています。

最新型のCT「TOSHIBA Aquilion CX」を操作する

改修後改修前

T O P I C S

病 院
再 開 発

現在の建物は築後30年以上が経過しているため、病院内施設の充実、患者さんの
療養環境改善を目的に、平成19年度から10年間で建物の増築・改修を行います。
期間中、ご不便をおかけいたしますが、ご協力お願いします。



口腔保健科
矯正歯科
小児歯科
保存科
歯周病科
冠・ブリッジ科
義歯補綴科

口腔外科

口腔顎顔面外科

顎顔面放射線科
歯科麻酔科
全身管理歯科治療部
歯科総合診療部 
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予約制

再診日初診日階電話番号診療部門科名
 
月～金
 

月～金
 
奇数日
偶数日
月・木・金

(金は2・4週のみ)
火・水・金

(金は1・3・5週のみ)
月～金
月～金

月～金

外来診療日 平成22年10月1日現在

◎受付時間 (初診)8：30～16：00　＊口腔外科・口腔顎顔面外科は12：00まで
 (再診)8：30～17：30　＊予約制

◎診療時間 8：30～18：30

◎休 診 日 土曜日・日曜日・祝祭日・年始年末（12月29日～1月3日）

※診療部門科の都合により、診療日が変更になることもあります。 

（099-275-○○○○で直接電話できます。)

受診申込みから帰宅まで

「診察券」「保険証」を提出「診療申込書」に必要事項を記載のうえ
「保険証」「紹介状」と一緒に提出

初めての方

診療部門科

初診受付

歯科総合診療部

お薬のない方 お薬のある方

お薬引換券受領 院外処方箋

薬剤窓口 最寄りの保険薬局

再診受付

計算窓口

支払窓口

帰　　宅

再来の方

紹介状なし

平成22年度　鹿児島大学病院〈歯科〉　診療案内



T O P I C S

本院小児科病棟で
キワニスドール贈呈式
　7月22日、本院小児科病棟で、鹿児島キ

ワニスクラブから入院中の子供たちにキワ

ニスドール（40個）の贈呈式がありました。

　キワニスクラブは世界的な社会奉仕団

体であり、またキワニスドールは綿を詰め

たクラブ会員手作りの白無地の人形で、医師が人形に内臓の絵

を描いて治療の説明に使ったり、子供たちが人形にお絵かきを

したりといろいろな工夫をして使うことができる人形です。

　この日は、小児科の河野教授からキワニスクラブの紹介があ

り、その後、鹿児島キワニスクラブ会長より髙松病院長へドー

ルが手渡されました。早速ドールに絵を描く小さな患者さんも

おり、親御さんらが笑顔で見守る中、髙松病院長から感謝の言

葉が述べられました。

読響ハートフルコンサート
　7月29日、本院医科診療棟2階外来ホールに於い

て読売日本交響楽団メンバーによる弦楽四重奏コ

ンサートが開催されました。

　バイオリン、ビオラ、チェロの美しい音色によって

クラッシックの名曲からピノキオの「星に願いを」ま

で演奏され、曲の間には、演奏に使用される約240

年前のバイオリンの話、また演奏者の音楽を始めた

幼い頃の話などがあり、会場に集まった入院患者さ

んやそのご家族、外

来患者さんなど約

120人全員が、楽し

くて和やかなひとと

きを過ごしました。

鹿児島大学病院広報誌　桜ケ丘だより〈19号〉広報誌編集部会からのお知らせ

【鹿児島大学病院ホームページアドレス】　
　http://com4.kufm.kagoshima-u.ac.jp/

〒890-8520　鹿児島市桜ヶ丘８丁目35番１号　TEL 099-275-6692

2010（平成22）年10月発行
発行／鹿児島大学医学部・歯学部附属病院広報委員会広報誌編集部会

鹿児島大学病院の診療内容、病気についての一般
知識など知りたいことがありましたら、お知らせ
ください。
また、「桜ケ丘だより」への皆様方からのご意見・
ご感想をお待ちしております。

長水路はタコクラゲを身近に観察できる貴重な場所。

出羽 慎一の長 水 路 の タ コ ク ラ ゲ
　与次郎ヶ浜の海岸、長水路公園は、市民の憩いの場。甲突川河口から鴨池川河口までの約 1.5km の防波堤の

上は、季節を問わず、朝夕には散歩やウォーキングを楽しむ人で賑わいます。錦江湾に浮かぶ桜島はいつ見て

も美しく、それを見ながらそぞろ歩く人々の頬は、自然に緩みます。人々の目線は、桜島に注がれますが、私が

気になるのは、その反対側、二重の防波堤に囲まれた｢水路｣の中です。毎年、お盆頃になると、時間を見つけて

は水路に向かい水中を覗き込みます。

　そしてある日、ついに会いたかった生き物を見つけました。それは小さなタコクラゲたちです。毎年、この頃

に水路の中に大量発生するのです。彼らはこの水路で世代を重ねてきた都会育ちのクラゲたちです。クラゲた

ちは、日を追ってみるみるうちに大きくなり、夏休みも終

わる頃には、立派な大人のクラゲに成長します。私は、カ

ンカン照りの堤防の上を重い機材を背負って歩き、水路

の中に飛び込みました。

　すぐに私の目の前に、脈動しながら泳ぐタコクラゲが

現れました。透明度が低い、限られた視界の中に、次々に

茶色や白のたくさんのタコクラゲたちが現れては消えて

行きます。水面越しのビルを背景に、タコクラゲたちが泳

ぐ姿は、市街地の目の前でありながら、どこか非現実な光

景で、私は時間を忘れて魅せられていました。
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